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１ 航空機のオ トパイロ トシステムの概要１．航空機のオートパイロットシステムの概要機

・ 航空機のオートパイロットシステムは、航空管制からの指示や外部環境情報などを航空機のオ ト イ ットシステムは、航空管制からの指示や外部環境情報などを
もとに パイロットが高度・方位・速度・目的地などを設定することで 自動で航空機もとに、パイロットが高度 方位 速度 目的地などを設定することで、自動で航空機
を操縦する機能であるを操縦する機能である。
操縦をオ トパイロ トに任せることで 乗客トラブルなどの発生時にはパイロ トが・ 操縦をオートパイロットに任せることで、乗客トラブルなどの発生時にはパイロットが

が問題解決にあたることが可能である。

航空機のオートパイロットシステムの概要航空機のオ トパイロットシステムの概要

【オートパイロットシステム】

航空管制 • 自動的に姿勢を安

操舵制御
航空管制

からの指示
自動操縦装置

• 自動的に姿勢を安
定させて一定方向操舵制御

からの指示
自動操縦装置

に飛行させる。

視界が悪 とき

着陸制御
パイロット

外部環境情報 自動着陸装置
• 視界が悪いときで
も安全に滑走路上着陸制御

による指示
外部環境情報 自動着陸装置 も安全に滑走路上

まで誘導する。

・気象情報、位置情
報、周囲の航空機
情報など情報など

速度制御目的地情報
自動推力調整 • 適切に推力を調節

する速度制御目的地情報
自動推力調整

装置
する。

１１出典：日本航空ホームページを参考に作成



２ 航空機における自動操縦の設計思想２．航空機における自動操縦の設計思想機 動操 設

・ 航空機における自動操縦の設計思想は、航空機メーカー各社により異なる。航空機における自動操縦の設計思想は、航空機メ カ 各社により異なる。
・ ボーイング社は 瞬間的な緊急回避などコンピュータ（機械）では判断できない極限ボ イング社は、瞬間的な緊急回避などコンピュ タ（機械）では判断できない極限

状態ではパイロットの制御を優先する設計思想である状態ではパイロットの制御を優先する設計思想である。
方 エアバス社は 人為的ミスを防止する観点から ンピ タ（機械）の制御を・ 一方、エアバス社は、人為的ミスを防止する観点から、コンピュータ（機械）の制御を

優先する設計思想である。

ボーイング社とエアバス社における自動操縦の設計思想の比較

ボーイング社 エアバス社ボーイング社 エアバス社

・コントロールホイール ・A300やA310は、自動操縦

自動操縦の
を人力で操作するだけ
自動操縦が解除され

を解除するために所定の
手順が必要 あ た自動操縦の で自動操縦が解除され

る
手順が必要であった。

※A320以降は サイドス解除方法 る。 ※A320以降は、サイドス
ティ クを動かすだけでティックを動かすだけで
自動操縦が解除される自動操縦が解除される。

・コンピュータの出力調整 ・所定のモードに入れると

エンジン
に合わせて、スロットル

定
出力が変化するが、ス

運航

エンジン
出力

レバーが物理的に動くた ロットルレバーは動かず、
運航

状況の

出力 め、パイロットは直感的 パイロットは作動内容を
状況の
共有

に作動内容を把握する。 計器表示で判断する。
共有
方法 ・フラップの角度を設定す ・フラップの揚力の大きさ方法

フラップ
・フラップの角度を設定す
るため パイロットにフ

・フラップの揚力の大きさ
を５段階で設定するためフラップ

角度
るため、パイロットにフ
ラップの角度を伝える。

を５段階で設定するため、
パイロットにフラップの角度 ラップの角度を伝える。 パイロットにフラップの
角度までは伝えない。

２

角度までは伝えない。

出典：中村寛治 「ジェット旅客機の操縦」を参考に作成、Boeing 、Airbus ホームページ（写真） ２



３ 航空機における操縦系統の共通化３．航空機における操縦系統の共通化機 操 統

・ 航空機における操縦資格は、航空機の種類、等級、型式ごとに限定を受ける場合が航空機における操縦資格は、航空機の種類、等級、型式ごとに限定を受ける場合が
あるある。
旅客機は型式ごとに操縦資格の限定を受けるが 操縦に共通性のある機種同士で・ 旅客機は型式ごとに操縦資格の限定を受けるが、操縦に共通性のある機種同士で
あれば 短期間のトレ ングで操縦資格を取得する とができるあれば、短期間のトレーニングで操縦資格を取得することができる。

・ 以前から、エアバス社の航空機は一部の型式を除きほとんどの機種で操縦系統を機 機
共通化しているが、ボーイング社の航空機は、機種により操縦系統が異るため、資共通化しているが、ボ イング社の航空機は、機種により操縦系統が異るため、資
格取得が容易でない格取得が容易でない。
近年では ボ イング社も操縦系統の共通化を進める傾向にある・ 近年では、ボーイング社も操縦系統の共通化を進める傾向にある。

航空機における操縦資格の種類航空機における操縦資格の種類

航空機の種類 等級 型式

飛行機 陸上単発ピストン機 ボーイング式737型飛行機 陸上単発ピストン機 ボ イング式737型

回転翼飛行機 陸上単発タービン機 ボーイング式767型飛 機

滑空機

機

陸上多発ピストン機× エアバス式A 300型
×

滑空機 陸上多発ピストン機 エアバス式A-300型

飛行船 陸上多発タービン機 エアバス式A-320型等 等飛行船 陸上多発タ ビン機 アバス式A 320型等 等

３３出典：国土交通省航空局資料より作成


